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得られた成果の概要

有限振幅擾乱影響下での磁気リコネクションのMHDシミュレーション

太陽フレアのエネルギー解放の物理機構が磁気リコネクションであることは、観測的には確立し
つつある。しかし、磁気リコネクションのかなめともいうべき拡散領域が、大きな磁気Reynolds

数のもとでどのような構造をしているのかがまだ明らかになっていない。フレアのリコネクショ
ンでは、ミクロ過程が効くスケールと、ループのスケールとの中間のスケールに、磁気流体乱流
で実効的に拡散が強くなっている拡散領域がおそらく存在すると考えられている。本研究では、
磁気リコネクションが、乱流的な擾乱によってどのような影響を受けるのかを、磁気流体シミュ
レーションによって調べた。2次元・3次元シミュレーションをおこない、「有限振幅擾乱を与え
てもリコネクションによるエネルギー解放はほとんど影響をうけない」という結果を得た。
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